
学校図書館のキホン
令和７年　長野県図書館協会/須坂市メセナホール

オフィスみちねこ　木下通子

みちねこの「図書館の扉をひらく」研修会



木下通子です
学校司書として40年間勤務し、2025年３月
に定年退職。現役の高校司書して勤務しなが
ら「みちねこ」として本と人をつなげる活動
を展開した実績を元に、社会教育士として
2025年４月に「オフィスみちねこ」を起業
しました。現在、埼玉大学・東洋大学・日本
女子大学で非常勤講師として図書館学を教え
ています。

新刊です！

https://www.michineko.com/

https://www.michineko.com/


埼玉県の図書館



知のナビゲーター
司書は、図書館のさまざまなサービスを通じて、子供からシニアまで、県民の生涯にわたる知的活動をサポートする
仕事です。また、図書館の資料や世の中にあふれる膨大な情報の中から、県民が必要とする資料や情報を的
確に提供する『知のナビゲーター』としての仕事でもあります。
埼玉県では、約２００人の司書が働いており、研修などを通じて専門職としてキャリアを積むことができます。

各種図書館資料の選定、収集、整理、カウンターでの資料に関する調査相談（レファレンス）、貸出
などのサービスに従事します。また、市町村立図書館等への支援、子供の読書に関わる方への支
援、図書館利用に障がいのある方や日本語を母語としない方への読書支援など、幅広く専門的なサ
ービスを行います。
中でも調査相談業務は、お客様の要望をお聞きしながら的確な情報や資料を提供する、本や情報に
関する知識、調査能力、コミュニケーション能力など、司書としての能力を発揮できるやりがいのあ
る業務です。

【県立図書館】

生徒一人ひとりを読書の喜びにいざなうことで、生徒の可能性をひらく仕事です。さまざまな生徒の特
性を把握しながら、それぞれに合わせた図書を紹介したり、学校図書館のレイアウトを工夫したりしま
す。また、学校の教育目標やカリキュラムに即した図書を提供し、教員の授業展開を支援します。
各校１人の配置ですので、いちから学校図書館を運営することができ、生徒の成長に寄与するやりがい
があります。

【県立高校】



学校図書館って
なんだろう



学校図書館法 1953年（昭和28年）8月8日に公布

学校の授業に役立

つ場所として

心と身体を育てる

場として

教育に欠くことができない施設である。法律ができて、70年！

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E5%B8%83


学校図書館の活動を支える人
学校図書館ガイドラインより

図書館長＝校長先生

司書教諭 学校司書

すべての教職員



学校司書の仕事 学校図書館ガイドラインより

間接的支援 直接的支援
間接的支援 間接的支援間接的支援 直接的支援 教育活動への支援

選書・受入・装備・蔵

書点検など本に関わる

こと。

予算管理・広報など、

図書館の運営に関する

こと

館内整備、利用案内、

掲示など図書館の整備

カウンター業務、図書

館オリエンテーション

など、直接生徒と関わ

ること。

レファレンスサービス

など資料相談。図書委

員と協働して行う読書

活動

教師への資料紹介。

授業の打ち合わせ。

授業への参加。デー

ターベースの利用方

法や、情報検索につ

いての講義。授業の

成果物の保存・展示



学校図書館の目的

読書センター 学習センター 情報センター
読書活動・読書指導を推進し
児童生徒の読む力や人間性を
涵養（かんよう）する機能

資料・情報の活用授業を推進
し児童生徒の思考力・判断
力・表現力を育成する機能

探究的な学びを推進し児童生
徒の情報活用能力を育成する

機能

学校図書館ガイドラインより



子どもの読む力をつける



　　　読めない子どものサポート

読書は運動と同じ

読むのが苦手な人には練習が必要

読めないと

探究学習ができません



読みたい心を育む
活動

読む力を育む
活動

・アニマシオン

・リテラチャーサークル

・読書会活動

・ビブリオバトル

・おはなし会

・ブックトーク

・パネルシアター



探究活動で本を読むためには？

「点検読書」がおすすめです。



探究学習と学校図書館



小学校において、探究学習は「総合的な学習の時間」を中核としておこなわれま

す。小学校における総合的な学習の時間は、小学校3～6学年を対象に、年間70時
間ずつ設定されています。

中学校では、小学校と同様に総合的な学習の時間が探究学習の中核となります。中

学校の「総合的な学習の時間」は、中学校1学年が年間50時間、中学校2学年と3学
年が年間70時間ずつ設定されています。

高校において、探究学習は「①総合的な探究の時間」と、「②各教科に属する科目」
として「古典探究」や「理数探究」など六つの科目で実施されています。

探究学習での学校図書館活用



浦和一女でやったこと



探究学習ってなあに？



学校図書館がサポートできること

・本とインターネット資料の探し方

・データーベースの活用方法や辞書や事典の使い方

・思考ツールなどを使って、資料のまとめ方、考えるきっかけを作る



学校図書館がサポートできること

・参考文献の書き方、資料の引用の仕方を学ぶ（情報のメモをつける）

・インターネット検索のコツを学ぶ/本とネット情報の違いを学ぶ

・インターネットで正確な情報を見極める力をつける（「かちもない」）

　　　　　　　　　　　か　→　書いたのはだれか（専門家が書いているか）

　　　　　　　　　　　ち　→　違う資料と比べたか

　　　　　　　　　　　も　→　元ネタはなにか（根拠がある資料か）

　　　　　　　　　　　な　→　なんのための情報化（広告じゃない？）

　　　　　　　　　　　い　→　いつの情報か

学校図書館がサポートできること　②



情報の記録をつける習慣を

調べた本の情報、閲覧したインターネット
サイトの情報を全部、記録しましょう。

一つの情報について、１枚のメモを作ります。

特にインターネット情報は、情報を見た日を
必ずつけましょう



人生は探究活動

進路を決める時

結婚/どこに住む？

子育て/保育園選び

人生の選択していく時に、図書館

が役に立つ



つながる図書館



読書は生涯学習の入口

公共図書館は

地域の居場所
教育の場

家庭 学校
社会教育施設

団体

社会教育には、

カリキュラムがない



学校と社会教育施設の連携が深まることで子ども達の多様な居場所ができる

学校図書館も図書館である

図書館は成長する有機体である（ランガナタン　図書館学の五原則より）



高校司書・書店・公共図書館

https://www.shelf2011.net

１５年め！

2024年は、約100の
公共図書館、50書店
がフェア参加

https://www.shelf2011.net/




読む力を育む

情報を見極める力を養う

学校図書館

学校

公共図書館

ボランティア 書店

思考力を養う

本が生きるチカラを
くれる

社会教育施設



みんながつながって、
子どもと本のかけはしに

メルマガ出しています。

noteのフォローも

よろしくお願いします。

ご清聴ありがとうございました！


